
昭和53年 5月25日

。健康なからだをつくり、

。趣味を高め、

。環境をどとのえ、健全な子供の育成につとめる。

(大川，!il(占r';';:J

高い教養を身につける

うるわいのある生活を「る。
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市県民税6月の納税

市
が
、
昭
和
五
十
二
年
度
事
業

と
し
て
建
設
を
す
す
め
て
い
た
、

三
善
公
民
館
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

四
月
二
十
八
日
十
時
か
ら
、
市
、

市
農
協
、
地
元
関
係
者
二
百
人
が

出
席
し
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た。
こ
の
建
物
は
、
三
善
地
区
住
民

の
強
い
要
望
に
こ
た
え
、
市
と
市

農
協
の
合
併
施
工
で
で
き
た
施
設

で
す
。総

工
費
四
千
四
百
二
十
万
六
千

円
を
か
け
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
二
階
建
て
、
延
べ
四
百
五
十

一
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
一
階

に
は
公
民
館
事
務
室
、
小
会
議
室

宿
直
室
、
二
階
は
和
室
、
学
習

講
義
室
、
調
理
実
育
室
、
図
書
室

N

美
し
い
自

レ〕

よ

を
守
ろ
う
N

第
六
田
環
壊
週
間

六
月
五
日
か
ら

人
間
環
境
の
保
全
と
改
善
を
世

界
共
通
の
努
力
目
標
と
し
て
、
毎

年
六
月
五
日
を
「
世
界
環
境
デ
l
L

と
定
め
、
環
境
問
題
の
重
要
性
を

認
識
す
る
た
め
の
行
事
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
六
月
五
日
か
ら

十
一
日
ま
で
を
「
環
境
週
間
し
と

定
め
、
「
よ
り
よ
い
環
境
一
つ
く
り
」

を
テ
1

マ
と
し
て
、
全
固
い
っ
せ

い
に
環
境
問
題
に
対
す
る
国
民
の

責
任
と
義
務
の
自
覚
を
促
す
と
と

も
に
将
来
に
向
か
っ
て
、
よ
り
よ

い
環
境
マ
つ
く
り
の
た
め
の
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
環
境
問
題
に
対
す
る

認
識
を
更
に
高
め
る
た
め
、
次
の

運
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

O
自
然
環
境
を
保
護
し
、
美
し
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う

0

0
捨
て
な
い
、
こ
わ
さ
な
い
、
よ

ご
さ
な
い
、
の
心
が
け
で
自
然

を
守
り
、
美
し
い
郷
土
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
c

。
公
害
の
な
い
、
快
適
な
生
活
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

。
企
業
や
事
業
所
の
施
設
は
、
公

害
の
わ
そ
れ
は
な
い
か
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。

。
有
害
植
物
(
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
草
な
ど
)
の
除
去
と
繁
殖
防

止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

五
月
十
一
日
九
時
一
二
十
分
か
ら

中
央
公
民
館
で
、
昭
和
五
十
干
二
年

度
の
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
十
五

人
の
委
嘱
式
を
行
い
ま
し
た
。
委

嘱
に
あ
た
一
っ
て
、
近
田
市
長
は
寸

資
源
は
限
り
が
あ
り
ま
す
、
節
約

に
努
め
る
と
と
も
に
、
物
を
大
切

に
す
る
心
が
け
が
必
要
で
す
。
不

況
と
物
価
高
の
な
か
で
の
私
達
の

生
活
に
は
、
工
夫
を
し
て
、
合
理

な
ど
の
あ
る
近
代
的
な
公
民
館
で

す
。
ま
た
、
こ
の
建
物
の
一
階
に

市
農
協
二
一
善
事
業
所
と
A
コ
l
プ

三
善
屈
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、

J

一
善
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
青
少

年
、
婦
人
、
成
人
、
老
人
の
方
た

ち
の
リ
子
習
の
場
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
大
き
な
成
果
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
、
三
善
公
民
館
敷

地
の
一
部
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
冨
永
安
吉
氏
に
、
近
田
市
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。上

3高

j話
タ
ー
を
委

的
で
、
快
適
な
生
活
が
出
来
る
よ

う
に
努
力
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん

の
尽
力
に
期
待
し
ま
す
O
L

と
あ
い

さ
つ
を
し
て
、
本
年
度
の
活
動
計

幽
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
消
費
者
の
意
見
、

一
要
望
な
ど
を
、
行
政
に
反
映
さ
せ

る
仕
事
を
す
る
も
の
で
す
。

①
主
な
活
動
計
画

一
、
消
費
者
と
市
内
商
業
者
と
の

懇
談
会
の
実
施
。
(
年
二
回
)

一A

、
消
費
生
活
展
の
実
施
。

二
一
、
消
費
者
研
修
会
の
実
施
。

(
年
間
五
回
)

①
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
次
の

か
た
が
た
で
す
。(

敬
称
略
)

月玄
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土也
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高

見

フ

ミ

忽

那

博

子

大
洲
市
の
上
ぷ
道
は
、
昭
和
三

十
三
年
九
月
に
給
水
を
開
始
し
て

か
ら
二
十
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

当
初
の
計
両
は
、
市
内
中
心
街

を
対
象
と
し
た
も
の
で
し
た
が
水

の
需
要
は
年
ご
と
に
増
大
し
、
ご

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
三
十
九
年

に
第
一
次
、
四
十
四
年
に
第
二
次

と
事
業
の
拡
張
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
当
市
の

上
水
道
は
、
給
水
人
口
二
二
、
五

0
0人
、
一
白
最
大
給
水
量
九
、

五
O
O立
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
に

達
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
活
文
化
の

向
L
L
に
よ
る
使
用
水
量
の
増
加
と

園
、
県
道
の
改
修
整
備
、
住
宅
用

地
造
成
な
ど
碁
盤
整
備
の
進
展
に

広
比
也
ズ
一

日

二

t
Iド

村
中
村

斗
村

字
自

同
日

川
上
地
区

平
野

菅
同

川
下
地
収

新
谷

八
多
喜

神芝和上佐
田凹回々
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伴
い
、
給
ぶ
区
域
が
拡
大
さ
れ
、

末
端
で
は
給
水
不
良
栓
が
増
加
し

つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
す
c

な
お
、
五
十
一
一
年
度
の
実
績
は

給
水
人
口
一
一
五
、
七
-
一
四
人
で
し

た。
こ
の
た
め
市
で
は
、
医
域
内
給

水
の
万
全
を
期
し
て
い
く
た
め
、

昭
和
六
十
五
年
を
目
標
と
し
た
第

三
次
拡
張
事
業
(
昭
和
田

1
同
年

度
)
を
総
事
業
費
約
十
二
億
円
か

け
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
新
た
に
水
源

を
求
め
、
送
配
水
施
設
を
整
備
す

る
も
の
で
、
こ
れ
が
完
成
す
る
と

計
画
給
水
人
口
三
五
、
五

O
O人

一
日
最
大
給
水
量
二

O
、
0
0
0

立
方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

母
子
家
騒が

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら

母
子
家
庭
の
医
療
費
助
成
制
度
が

改
正
さ
れ
、
従
来
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
た
入
院
診
療
費
に
加
え
て
、

(
歯
科
診
療
を
含
む
」
通
院
治
療
費

が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
制
度
は
、
治
療
を
受

け
た
場
合
、
白
己
一
部
負
担
制
を

市
が
助
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
で
医
療
機
関
の
窓
口
へ

「
保
険
証
L

と
「
母
子
家
庭
医
療

受
給
者
証
」
を
提
出
す
れ
ば
、

部
負
担
金
を
支
払
わ
な
く
て
も
よ

関
一
療
機
関
在
、
ど
の

窓
口
で
無
料
に
。

歯
科
の
通
院
も
。

く
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
山
県
外
の
医
療
機
関
で

の
治
療
は
、
九
ノ
迄
と
同
ピ
以
吸
い

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
窓
い
円
¥

部
負
抗
金
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
母
子
家
庭
の
方
で
、
一
三

給
者
一
止
を
交
付
さ
れ
て
な
い
方
は
、

保
険
証
と
印
鑑
を
も
っ
て
、
福
祉

事
務
所
で
交
付
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
福
祉

事
務
所
に
わ
問
い
合
わ
せ
く
乏
さ

ミ

O
し

事
業
所
統
計
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い

ク

昭
和
五
十
二
一
年
事
業
所
統
計
調

査
が
、
六
月
十
五
日
に
、
全
国
い

っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と
並

ぶ
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
宜
、

で
、
事
業
所
に
つ
い
て
産
業
、
規
間
同

模
別
な
ど
の
構
成
を
明
ら
か
に
す

F
h
d

る

こ

と

が

ね

ら

い

で

す

。

明

-

こ
の
た
め
工
場
、
山
舗
、
会
社
同
月

学
校
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
私
鉄
の

A
b

駅
、
旅
館
、
病
院
、
官
公
庁
な
ど

か
ら
神
社
、
仏
閣
に
い
た
る
ま
で

あ
ら
ゆ
る
種
傾
の
事
業
所
を
漏
れ

な
く
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
の
結
果
か
ら
、
国

を
は
じ
め
、
都
道
府
県
、
市
区
町

村
な
ど
の
地
域
別
に
事
業
所
及
び

企
業
の
産
業
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
国
民
所
得
、
県
民
所
得
の

推
計
な
ど
多
く
の
分
野
に
利
用
さ

れ
ま
す
。

統計業

六
月
十
五
日
か
ら
二
十
五
日
ご

ろ
ま
で
に
、
調
査
員
が
事
業
所
に

お
伺
い
し
、
事
業
所
の
名
称
、
所

在
地
、
事
業
の
種
煩
、
従
業
者
数

な
ど
基
本
的
事
項
を
調
査
し
ま
す

の
で
ご
協
力
下
さ
い

c

申
告
さ
れ
た
こ
と
が
ら
は
、
統

計
を
作
る
た
め
に
だ
け
使
用
し
、

徴
税
な
ど
、
他
の
目
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
、
経

済
的
に
繁
栄
し
て
生
活
水
準
が
向

上
し
、
物
川
内
的
に
も
豊
か
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
反
面
、
公
害

交
通
災
害
、
自
然
環
境
の
汚
染
な

ど
が
発
生
す
る
こ
と
に
も
な
り
、

次
第
に
人
聞
の
生
活
に
潤
い
が
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

生
活
様
式
や
生
活
意
識
が
愛
り
人

び
と
の
地
践
的
な
結
び
つ
き
を
出

ぐ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
戦
後
の
民
、
玉
主
義
の
発
達

で
、
個
人
の
人
格
や
自
由
が
尊
重

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
や

や
も
ず
る
と
、
協
力
連
帯
と
い
う

ご
と
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
が
坐
じ
、

「
地
域
社
会
の
た
め
に
L

と
い
っ

考
え
方
を
薄
く
し
て
じ
ま
う
ご
と

に
も
な
り
ま
し
た
。
せ
わ
し
く
働

く
私
た
ち
に
と
っ
て
、
職
場
が
第

一
で
あ
り
、
地
域
社
会
は
第
二
の

も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
ろ
こ

と
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

子
供
や
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
こ
と
や
、
ま
ち
の
清
掃
の
こ
と

防
犯
の
こ
と
、
そ
の
ほ
か
、
消
費

生
活
の
問
題
や
生
活
環
境
の
問
題

な
ど
、
地
域
作
民
の
協
力
で
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
い

ま
こ
そ
地
域
社
会
の
人
び
と
と
の

結
ひ
っ
き
を
強
め
る
た
め
に
、
新

し
い
地
域
守
つ
く
り
、
住
み
よ
い
ま

ち
、
つ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
社
会
的
、
ほ
済

的
背
景
の
も
と
に
、
十
八
洲
市
は
、

析
し
い
コ
ミ
ユ
ニ
デ
f
づ
く
り
を

市
政
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て

そ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
は
、
住
民
に

と
っ
て
も
行
政
に
と
っ
て
も
新
し

い
や
り
方
で
す
の
で
、
特
色
し
一
之

え
方
の
蕗
つ
か
の
一
一
と
に
触
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。

山
国
、
県
、
市
は
そ
れ
ぞ
れ
長

期
総
合
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
品
川
1
、
そ

の
対
象
と
な
る
区
域
が
け
常
年
泊

聞
を
単
位
と
し
た
・
も
の
で
、
れ
ふ

む
ね
小
学
校
の
校
一
以
で
す
が
、
幹

線
道
路
や
河
川
な
ど
の
地
形
を
考

慮
し
て
地
区
を
設
定
し
ま
す
。

叫
設
定
さ
れ
た
区
域
内
の
宅
活

の
諸
側
面
が
円
滑
に
な
る
た
め
に

大
洲
市
身
体
障
害
者
協
議
会
(

幸
崎
猶
行
会
長
)
主
催
で
、
第
五

回
大
洲
市
身
体
障
害
者
体
育
大
ム
一
A

が
、
四
月
十
六
日
、
大
川
南
中
山
一
千

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
会
員
二

百
人
が
参
加
し
、
四
地
区
対
抗
で

九
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た

障
害
に

も
う
お
す
み
で
す
か

児
童
手
当
現
現

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た

は
、
毎
年
六
月
一
日
か
ら
一
二
十
日

ま
で
に
、
「
兜
左
手
当
現
況
胤
し

を
出
す
こ
と
に
な

J

て
い
ま
す

r

こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
引
ミ
一
続

き
受
給
資
格
が
あ
勺
て
も
、
六
月

分
以
後
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ

必
要
な
、
各
日
開
の
宝
活
環
境
施
設

を
検
討
し
て
、
地
域
住
民
の
勾
一
川
一

な
課
題
斉
一
総
さ
ら
い
し
て
、
一
地

域
連
常

L
t配
戚
ー
な
が
k
h
、
必

要
な
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
い

う
計
画
を
し
て
い
ま
し
9
c

山
活
動
刀
過
で
辻
、
住
民
の
み

ん
な
が
一
品
に
な
ノ
て
行
事

7
1
、

ユ
ニ
テ
ィ
行
事
、
た
と
え
ば
、
一
生

動
会
、
わ
い
長
り
、
そ
の
他
伝
統
仁
川

事
の
ほ
か
、
各
種
の
り
一
子
習
活
動
や

体
育
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ

の
参
加
を
遇
ビ
、
連
帯
感
と
地
域

へ

の

生

活

市

川

胞

を

ま
し
た
。

実
施
さ
れ
た
種
目
は
、
ボ
ー
ル

送
り
、
け
一
つ
正
測
定
、
ス
ヅ
l
ン

レ
l
ス
、
全
音
の
五
十
メ
ー
ト
ル

リ
レ

i
、
愛
々
ゲ
l
ム
、
対
抗
リ

レ
i
、
ダ
ン
プ
カ
ー
競
技
、
車
い

す
競
技
、
パ
ッ
ト
パ
ノ
ト
ゴ
ル
フ

け
ず

に
参
加

国

守

闘

争

挙

挙

準

第
五
団
体
育
大
会

A併

こ
の
大
会
は
、
障
言
者
の
競
技

を
通
ピ
で
、
体
力
の
維
持
、
増

進
と
残
存
能
力
の
向
上
を
目
的
に

毎
年
協
議
会
が
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

当
日
は
、
雨
天
の
た
め
、
体
育

館
で
十
時
三
十
分
か
ら
開
始
さ
れ

の
九
競
技
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

選
手
た
ち
は
、
か
ら
だ
の
障
害
に

も
負
け
ず
声
援
に
こ
た
え
て
、
元

気
に
出
場
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
は
、
ま
た
、
来
年

も
頑
張
ろ
う
と
固
い
握
手
を
交
わ

し
、
三
時
ご
ろ
山
脱
会
禅
に
す
べ
ず
に

出

ま
せ
ん
か
ら
、
必
ず
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
現
況
届
の
ほ
か
、
次

の
よ
う
を
場
合
に
は
、
届
出
や
請

求
書
が
必
要
で

t
か
ら
市
福
祉
事

務
所
ま
た
は
各
連
結
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

。
受
給
資
格
が
生
じ
た
と
き

0

0
受
給
者
ま
た
法
支
給
要
件
仁

該
当
す
る
児
童
の
氏
名
が
変

わ
っ
た
と
台
、
一

。
受
給
者
ま
た
は
支
給
要
件
に

実
現
す
る
方
向
に
進
め
ま
す
。

川
刊
行
政
と
住
民
と
が
一
体
と
な

っ
て
進
め
る
に
は
、
同
作
の
組
織

の
代
表
や
地
げ
れ
の
人
ん
べ
か
ら
推
せ

ん
さ
れ
た
代
表
に
よ
ソ
て
構
成
さ

れ
る
組
織
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
通
常
パ
ノ
=h一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
委
員
会
」
と
い
う
も
の

が
、
地
域
山
氏
の
寸
べ
て
を
構
成

員
と
し
て
結
成
会
れ
ま
す
。

。
計
両
容
一
つ
く
る
に
当
っ
て
は
、

地
医
内
の
各
種
の
課
題
と
こ
れ
へ

の
対
応
策
、
解
決
方
法
が
吟
味
さ

れ
る
訳
で
す
が
、
こ
れ
に
じ
っ
く

り
と
時
間
を
か
け
て
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
、
こ
の
一
年
は
こ
れ

に
充
て
る
こ
と
に

L
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、
生

活
環
境
整
備
の
面
か
ら
の
施
設
整

の
競
技
が
終
り
ま
し
た
。

地
区
別
、
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

優
勝イ立

北
地
区
チ
l
ム

(
八
多
喜
、
一
三
一
善
、

上
須
成
)

西
地

K
チ

i
ム

一
、
予
野
、
南
久
米
、

大
川
~

南
地
区
チ
l
ム

(
肱
南
、
肱
北
)

東
地
区
チ

1
ム

(
官
町
、
新
谷
、

柳
沢

J

イ立
E可
イ立

該
当
す
る
児
童
の
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
。

八
〉
乏
給
者
が
公
務
員
、
ま
な
立

公
共
企
業
体
の
職
員
に
な
っ

た
?
一
さ
。

心
児
童
手
当
の
支
給
要
件
に
京

当
す
る
児
童
数
が
用
え
た
と

き。

。
究
室
子
山
自
の
支
給
要
件
に
該

少
l
ト

9
7
包
児
童
数
が
減
少
す
る

レ
七
九
口
。

ハ
〉
児
童
一
守
当
の
受
給
資
格
が
な

く
な
っ
た
と
き
。

児
童
手
当
の
受
給
資
格

冗
妻
子
当
は
、
い
本
国
内
に
注

一
附
が
あ
る
口
本
国
民
で
、
次
円
ト
手

頃
に
山
っ
て
以
ま
る
と
き
支
給
さ
れ

ま
す
。

備
計
固
と
、
住
民
の
白
主
的
活
動

の
面
か
ら
の
活
動
計
画
が
考
え
ら

れ
ま
t
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
/
、

り
は
判
タ
に
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
は
ん
し
、
こ
れ
↓
一
そ
が

絶
対
だ
と
り
つ
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。し

か
し
、
私
た
ち
は
よ
り
豊
か

会
生
活
の
均
を
創
造
す
る
た
め
に

-

1

ノ
の
子
山
か
り
と
し
て
、
コ
ミ

つ
一
一
-
ア
{
つ
く
り
を
推
進

t
c参

り
た
い
と
思
い
ま
す
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
は
、
住
民
が
こ
れ
に

積
極
的
に
参
加
し
、
と
り
く
む
こ

と
に
よ
っ
て
は
り
め
て
達
成
さ
れ

心
も
の
で
ナ
。
全
市
民
が
こ
そ
勺

で
こ
れ
に
参
加
さ
れ
る
こ
ど
古
川

待
し
ま
す
。

x 

× 

〉く

〉く

〉く

案内ι_' 
呈火
ロ火

。
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人

以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
の
一
人
以

k
が
、
義
務

教
育
終
了
前
の
児
荒
で
あ
る

こ
と
。

。
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
一

定
の
初
に
満
た
な
い
こ
と
。

〈
〉
児
蛍
手
当
の
支
給
額
は
、
一
一
一

人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出

生
順
に
数
え
ど
一
一
一
人
凶
か
ら

義
務
教
育
終

f
前
の
児
童
一

人
に
つ
き
月
額
五
千
刊
で
す
。

そ
の
ほ
か
-
、
詳
し
い
こ
と
は
市

福
ぜ
事
務
所
へ
む
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。新

刊
図
書
案
内
|

カ
ラ

i
ブ
ッ
ク
ス
山

1
倒

国
土
社
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
?
/
全

集

全

別

巻

星
の
昔
話
第
一
一
集

新
日
本
分
県
地
図

朝
日
新
聞
縮
刷
版

中
江
藤
樹

と
も
ん
せ
ん
す

よ
リ
ッ
ク
ス
附
日

茂

ム
7

井

勤

三
月
号

渡

部

武

江

藤

淳

ト
リ
一
人
・
ラ

ン
ド
卜

考
え
る
読
書
口
紅
け
新
聞
社

和

風

住

セ

加

倉

井

昭

夫

理

査

一

課

長

清

水

一

行

黙

一

不

の

海

吉

原

公

一

郎

わ
が
復
員
わ
が
村
役
大
問
#
平

マ
ラ
ソ
ン
の
青
春
君
原
健
二

人

生

断

章

↑

止

木

ひ

ろ

し

や
る
気
を
育
て
る
幼
児
教
育

鈴

木

売

も
う

J

つ

の

人

生

俵

茄

子

も
う
笑
わ
な
く
っ
ち
ゃ財

津

人水
道
週
間

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
好
き
な
だ

け
水
が
で
る
。

そ
ん
主
演
刊
な
生
活
の
中
で
、

私
た
ち
は
と
か
く
水
道
の
水
の
費

重
き
を
忘
れ
が
あ
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
水
を
家
庭
に
運

ぶ
ま
で
に
は
、
ば
く
大
な
費
用
と

労
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
の

ま
ず
井
戸
や
ダ
ム
な
ど
に
よ
る

水
源
施
設
、
冷
水
施
設
、
導
水
、

送
水
、
配
点
管
、
配
水
池
の
設
需

こ
れ
ら
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
数

え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん

と
こ
ろ
が
電
気
や
ガ
ス
と
違
っ

て
水
の
使
い
方
を
あ
ま
り
気
に
し

な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

ど
れ
か
ら
い
有
く
な
る
と
、
各
一
戸 が

水
を
大

_.__ 
J、

一
邑
か
ら

の
水
の
使
用
量
も
グ
ー
ン
と
伸
ひ

て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
水
道
施

設
に
は
県
界
が
あ
り
ま
す
。
ピ
ー

ヶ
時
に
は
ぶ
端
で
の
給
水
不
良
も

予
想
さ
れ
ま
す
υ

一
家
庭
で
、
学
校
で
、
会
社
で
一

人
一
人
の
工
夫
と
努
力
で
節
約
す

る
余
地
は
相
当
に
あ
る
よ
う
で
す

少
し
の
漏
水
で
も
時
間
が
た
て
ば

ハ
カ
に
な
ら
会
い
問
と
な
り
ま
す

日
常
の
ん
と
ー
と
し
た
不
注
意
が

た
い
へ
ん
な
ふ
グ
や
一
生
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
「
水
道
週
間
L

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
棋
会
に

節
水
の
心
が
け
を
へ
ノ
い
ち
ど
新
た

に
し
た
い
も
の
で
十

O

第
十
回
簡
易
保
険
資
金

?
?
真
コ
ン
ク
ー
ル

#口
夫

郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険
資
金

運
用
再
開
二
十
五
周
年
を
記
念
し

て
、
簡
易
保
険
積
立
金
の
融
資
を

受
け
て
建
設
さ
れ
た
施
設
を
題
材

に
L
た
明
る
い
作
品
を
、
募
集
L

て
い
ま
「

。

テ

ー

マ

簡
易
保
険
資
金
で
つ
く
ら
れ
た

施
設
を
題
材
と
し
た
明
る
い
作

品
、
(
学
校
、
公
営
住
宅
、
道

同
町
、
公
同
、
公
民
館
な
ど
)

。
作
品
の
大
き
さ

次 のとおり無料相談をします。

お気軽においでください。

0 交通事故相談日

のと き 6 月 12Fll0時~16時

。20日。
。ところ 市役所第 一会 議室

。人権相談日

・と き 6月20日13時一16日寺

・ところ 社会福祉協議会事務

局(旧大洲公会堂)

O'L..'酉己ご、とキ日正炎日

。と き 6月 1日13JI寺一16日寺

。12rl ク

ゲ 20臼ク

ク 26日ク

社会福祉協議会事務

局(旧 大洲 公会 堂)

。家庭児童相談日

。 と き 毎 日 9時 -16時

ただし、ごf:日程日は12

日寺ま ~e 、 日WilB、主兄

日は休みます。

・ところ 市福祉事務所

0行政相談日

・と き 毎円 9 時~16日宇

ただ し、月 H謹日はf木

みま「。

・ところ 市民会館

。 不動産相談日

c と き毎月 151110晴~16日寺

。ところ 宅地建物取引業協会

大洲支部(大洲市若

宮 愛 媛相立銀行大

沙1'1支庖横)

-ところ

募
集

、
ヵ
一
ブ
は
、
ス
ラ
イ
ド
三
十

五
ミ
リ
以
上

二
、
白
黒
は
四
ツ
切
で
五
点
以
内

@
作
品
の
受
付

郵
伊
一
一
切
の
保
険
窓
口

。
募
集
期
間

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
郵
便

同
の
保
険
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。


